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明倫短期大学学会 月例研究会報告

平成27年 度明倫短期大学学会月例研究会は,平成

27年 4月 23日 の第73回 から10月 22日 の第78回 まで計

6回 開催された.14年 目を迎えた当学会研究会にお

ける総演題数は146に 上った (通算回数は前身の明

倫短期大学研究会からのカウント).歴年の演題名

等は学会HPを ご参照下さい.

第73回 (通算第156回 ):2015年4月 23日 (木 )

(座長 :江川広子 )

歯科技工における私の
「ちょっとした工夫」と「こだわり」

伊藤圭一 (歯科技工士学科 )

歯科技工を行う際に,他者に説明することが難し

い自分だけの技術的な「工夫」や「こだわり」があ

る.それらが,日 々製作する歯科技工装置の品質を

向上させるとともに,モ ノ作 りへのモチベーション

を維持させると考える。このような考えのもと,学
生自身が楽しんで技工技術を向上させることができ

るクラブを立ち上げることを企画した.ク ラブ活動

の内容は,歯科技工技術を活用した自由課題の装置

やアクセサリーを製作することである。今回は, ク

ラブを立ち上げる機会に,自分自身の歯科技上にお

ける「工夫」と「こだわり」をまとめて報告 した.

小 学 校 に お け る親 子 ブ ラ ッ シ ン グ教 室

参加者の歯科保健行動の実態

渡邊美幸 (歯科衛生士学科)

本学では,某小学校 3年生のPTAが企画する「親

子ブラッシング教室」において歯科保健教育実習を実

施している.親子参加や学校歯科医の同席など,他校

とは異なった取 り組みをしており,保護者を通じ,児
童の歯科保健行動の変容が期待できる。そこで,平成

26年 11月 27日 本教室に参加した保護者21名 を対象にア

ンケートを行い.家庭における歯科保健行動の現状を

把握するとともに今後の課題について検討した。子ど

もへの仕上げ磨き実施状況は毎日するが238%,時々

するが42.9%,し ていないが333%であった.混合歯

列期で,ブラッシングが難しい時期であるのにも関わ

らず,子 どもに任せている保護者が多い結果であった.

またフロスの使用についても毎 日使用するが9.5%

と少なく,保護者への指導の強化が必要と感じた。

本教室において保護者に対し,正しい歯科的知識を

提供し,予防意識を向上させることが重要であり,今

後も養護教諭や学校歯科医と連携を図り,歯科保健行

動の変容につながるよう内容を充実させていきたい.

第74回 (通算第157回 ):2015年 5月 28日 (本 )

(座長 :植本一範)

練 習用 顎模 型 を活用 した歯周 ポ ケ ッ ト

測定 実 習 の取組 み

小野真奈美 (歯科衛生士学科)

歯周組織検査は高い技術と精度が要求される。そこ

で,練習用顎模型を使用し深い歯周ポケットの測定実

習を行っている.測定技術の向上を日指し,実習方法

の見直しを行った.対象は,歯科衛生士学科学生66名

である.練習用顎模型を使用し歯周ポケット測定を6

点法で行った。実習は4回 (1日 2回 ×2日 )実施し,

測定に要した時間の測定とメーカー提示の正答にて正

答率を求めた.その結果.全学生の回数別歯周ポケッ

ト測定値の正答率は,1回 日 (41■ %)に比べ 4回 H

(44.6%)が有意に高かった (p<0.05).歯 周ポケット

値の部位別正答率は,最も高かった部位は33-43唇面

および24-27口 蓋面であり,最 も低かった部位は44-
47頬側面および13-23日 蓋面であった.歯周ポケット

測定時間においても1回目 (37.8分)に比べ 4回 目 (264

分)は有意に短縮した (p<0.05).繰返しの訓練により,

測定技術の向上が認められた。今後は,1回の実習ご

とに解答とフィードバックを行い,更なる測定技術の向

上を目指していきたい.ま た,学科成績と正答率には

有意な相関が認められたことから,講義内容の更なる

充実をはかり,知識の定着に繋げていきたいと考える。

西区在宅医療ネットワークで

歯科衛生士に求められるものは ?

小林 梢 (附属歯科診療所)

我が国は現在,総人口に占める65歳以上人日の割

合 (高齢化率)は 26.0%,そ のうち後期高齢者)は
125%を 占める高齢化社会となっている.

高齢化に伴い社会は,要介護者が増え,介護者が減る.

認知症が増え,独居が増える.この状態を打開するには

健康寿命を延伸して,平均寿命に近づけることが求め

られ,施設中心の医療・介護から,可能な限り,住み慣


